
水分・塩分補給だけでは解決できない熱中症の問題

熱放散能力↓
・汗が蒸発しない

(無効発汗量の増加)

体温調節機能↓
・汗をかけない
・熱を逃がせない

深部から体を冷やす解決策が必要

≒
熱中症

ハイリスクグループ

過酷な暑熱環境下での
活動が避けられない人達

熱中症弱者
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熱中症対策への新たな期待

>

通常の氷

氷の結晶が大きく固い

アイススラリー

氷の結晶が小さく・流動性が高い
(周囲との接触面積が大きく、熱を奪いやすい)



熱中症対策におけるアイススラリーの有用性
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